
第 14 回意見交換会 アンケート集計結果 

 
開催日時：令和 4 年 11 月 17 日（木）13 時 30 分 
開催場所：瑞穂市役所 穂積庁舎（議場） 
回答数：7 件 
 
■あなたの出身をお教えください 

 

 
■今回の意見交換会にはどのくらい満足されましたか（4 点満点） 
 （人） 
4 点 6 
3 点 1 

計 7 
 
 
 
 
 
■このような機会は今後も必要ですか 
 （件） 
必要性を感じない 2 
必要である 5 

計 7 
 
 
 
 

 （人） 
市外（岐阜県） 5 
県外 2 

計 7 

市外（岐阜県） 県外

4点 3点

必要性を感じない 必要である



■「議会ホームページ」を見られていますか 
 （人） 
たまに見る 3 
ほとんど見ない 3 
見たことがない 1 

計 7 
 
 
 
 
 
■「議会だより」を読まれていますか 
 （人） 
たまに見る 1 
ほとんど見ない 4 
見たことがない 2 

計 7 
 
 
 
 
 
■「議会映像配信」を見たことがありますか 
 （人） 
見てみたいと思う 3 
見たいと思わない 1 
知らなかった 3 

計 7 
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■今後の「意見交換会」に役立てたいと考えていますので、ご感想、ご意見があればご自由にお

書きください 
 とても良い経験で凄く楽しかったです。 
 貴重な機会をいただき誠にありがとうございます。 
 初めはとても緊張しておりましたが、和やかな雰囲気で緊張がほぐれました。また、瑞穂市

の市政について知ることが出来てとても参考になりました。 
 本日は貴重な体験をさせていただきありがとうございました。このような場での発表初め

てで、とても緊張したのですが将来に繋がるお話を聞くことができ、私にとってとても有意

義な時間となりました。 
 今回のように実際に進められている事業内容をおっしゃっていただくと、大変わかりやす

く市の将来について関心が持てるのでいいなと思いました。 
 今回こういった機会があったことで、市についてちゃんと調べることができ、大変貴重なお

話も聞くことができてよかったです。今回を振り返り、改善するところを把握して、次に繋

げていきたいと考えています。 
 学生という立場であり、未熟な点も多くあったと思いますが、このように市政について真剣

に調べ、学び、考え、そして話すということを議会の方に向けて行えたこと、とても嬉しく

思います。私たちは将来 市町村や県の為に貢献する仕事に就きたいと考えておりますので、

施策について考えていくために必要な視点が身につく大きなきっかけになったと感じまし

た。今回の交流会で得られた経験を活かし、今後の市民(学生)としての生活や、社会人とし

ての生き方に繋げていきたいと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



■瑞穂市議会に期待すること、改善してほしいことがありましたら、ご自由にお書き下さ 
い 
 穂積駅周辺の施設の建設をしてほしい。 
 市の PR を、ホームページを通して積極的に行ってほしい。 
 ぜひ朝日大学の「めぐる」をアダプトプログラムに招待して頂けると有難いです。 
 駅前の発展をよろしくお願いします。 
 今後も新しい事業を拡大していただきたいです。 
 今回のような機会や交流の場が、今後も設けてもらえることを期待しています。 
 本日の交流会の中では発言できませんでしたが、小学校・中学校の中にある、いわゆる「別

室」と呼ばれる場所に滞在している生徒への学習支援を徹底して欲しいと考えております。

現在国内で不登校児童生徒数が増加しているという背景もありますが、昨年 文部科学省で

行われた「不登校に関する調査研究協力者会議」の報告書の中に、別室を「校内教育支援セ

ンター」として、これを充実させようという旨の記述がございます。瑞穂市内の学校の中で

別室が現在どのような状況であるかは知り得ることが出来ませんが、少なくとも自分の地

元の学校では、別室にいる生徒はほぼ自習だけをして生活しているので、学習意欲や学級復

帰への気力が低下している生徒がほとんどでした。その為、適切な学習支援は確実に行って

欲しいのです。と言いますのも、特に小学校・中学校の間は義務教育ですから、教室に行き

たくても何らかの理由で行けない生徒は、別室での生活が続く限りは義務教育と言えるに

相当する教育を受けられないことになる為、他の生徒と格差が生まれるのからなのです。そ

のため、定年退職をした教員を別室にいる生徒の学習支援や相談に対応させるなどの工夫

をして生徒の生活をより安心なものにして頂きたいと考えます。この別室(校内教育支援セ

ンター)を充実させるための取り組みはこれから始まろうとしているため他の市町村はまだ

実施しておりませんが、その先駆けとして瑞穂市でも取り組まれてはいかがでしょうか。 


